
プログラム例

第１章 代表者によるプレゼン演習①

事前課題に基づく代表者プレゼン（２～３名）

プレゼンの振り返り／相互アドバイス

第２章 ビジネスプレゼンのポイント

骨子を作る技術

資料を作る技術

話をする技術

第３章 自分のプレゼンを改善する
３人１組でのプレゼン演習

プレゼン改善ワークシート作成

第４章 代表者によるプレゼン演習②
代表者プレゼン（２～３名）

プレゼンの振り返り／相互アドバイス

第５章 今後の取り組み ～研修で学んだことをどう活かすか〜

行動計画シート作成

ビジネスプレゼン研修
プレゼンスキルの核となる「３つの技術」を学び、演習（ロールプレイング）で磨き上げる

本研修の概要

受講対象・人数

「わかりやすく」「伝わりやすい」プレゼンについて学ぶ研修です。

大人数相手のプレゼンに限らず、１対１の商談や、顧客向けの資料作

成など、「提案」「報告」「交渉」など、自身の考えや思いを述べる

機会すべてをビジネスプレゼンの場ととらえ、向上のポイントを学び

ます。本研修では、プレゼンスキルの核となる「骨子を作る技術」

「資料を作る技術」「話をする技術」の詳しい解説とそれに基づいた

演習（ロールプレイング）を通じて、あらゆるビジネスシーンで活用

できる、実践的なプレゼン技術の習得を目指します。

管理職層、中堅リーダー層、若手・新人層、内定者

※最大で30名程度

５時間程度

所要時間

ロールプレイやワークの時間を長く取り、１日研修にすることや、プロ
グラムを圧縮して、２時間程度の勉強会として開催することも可能です。
お気軽にご相談ください。
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ビジネスプレゼン研修
プレゼンスキルの核となる「３つの技術」を学び、演習（ロールプレイング）で磨き上げる

受講者の声

全体の構成、筋道を整理してから、プレゼンを組み立てる

ことの大切さをあらためて認識しました。スライドを最初

のページから順に作っていく作業プロセスも見直したいと

思います。

人にものを伝えることの難しさをあらためて実感しました。

今後プレゼンに臨むときには、「伝わる」ことを意識して、

しっかり準備したいと思います。

論理構成を主軸に置いて、プレゼン力を向上させていくノ

ウハウを教えていただきました。今後も継続的にスキル

アップに取り組んでいきます。

プレゼンのゴールを明確にすること。また、情報共有や進

捗報告が主のプレゼンであっても、「相手に何をしてほし

いのか」を常に考えながら、内容を組み立てることが大切

だと学びました。

今までは、「どうやって話すか」という点ばかりに気を取

られ、「どうすれば伝わるか」をきちんと考えられていな

かったと気づきました。自身のプレゼンを土台から見直し

たいと思います。
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